
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活

躍
し
た
浮
世
絵
師
、
月
岡
芳
年
（
１

８
３
９
～
１
８
９
２
）
の
後
期
作
品

を
集
め
た
「
月
岡
芳
年
展

描
く
」

が
４
月
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書

館
本
館
で
開
催
さ
れ
た
。

中
世
文
学
や
浮
世
絵
を
研
究
す
る

大
学
院
生
の
井
黒
佳
穂
子
さ
ん
（
文

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
日
本
語
日

本
文
学
専
攻
）
が
会
場
の
デ
ザ
イ
ン

や
展
示
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
ほ

か
、
大
学
院
生
、
文
学
部
板
坂
則
子

ゼ
ミ
生
の
協
力
で
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
芳
年
作
品
を
プ
リ
ン
ト

し
た
ペ
ン
立
て
や
し
お
り
、
ネ
ッ
ト

上
の
待
ち
受
け
画
像
を
作
る
な
ど
工

夫
を
こ
ら
し
、
同
展
を
き
め
細
か
く

宣
伝
し
て
盛
り
上
げ
た
。

◇

芳
年
は
、
血
み
ど
ろ
絵
や
無
残
絵

な
ど
強
烈
な
タ
ッ
チ
の
絵
画
が
知
ら

れ
る
が
、
歴
史
画
、
美
人
画
、
役
者

絵
、
世
相
を
描
い
た
風
俗
画
に
も
優

れ
た
作
品
を
残
し
て
お
り
、
三
島
由

紀
夫
や
横
尾
忠
則
ら
に
も
影
響
を
与

え
、
近
年
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。

本
展
で
は
江
戸
戯
作
文
学
の
収
集

家
の
ご
遺
族
か
ら
お
借
り
し
た
「
雪

月
花
」
「
風
俗
三

に
せ
む
ら
さ
き

十
二
相
」
「
偐

紫

田
舎
源
氏
」
「
月

百
姿
」
な
ど
後
期

の
代
表
作
を
中
心

に
８０
点
が
並
ん

だ
。「

迫
力
と
共
に

し
ゃ
だ
つ

幽
玄
さ
、
洒
脱
さ

が
あ
る
。
特
に
今

回
の
展
覧
会
の
中

心
と
な
っ
た
後
期

作
品
に
は
、
そ
の

特
徴
が
生
か
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
井
黒
さ
ん
は
芳
年
の
魅
力
を

語
る
。

室
町
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
生

ま
れ
た
『
お
伽
草
子
』
の
研
究
が
専

門
分
野
の
井
黒
さ
ん
は
、
イ
ラ
ス
ト

を
描
く
こ
と
が
得
意
。
こ
れ
ま
で
板

坂
ゼ
ミ
が
脚
本
を
担
当
し
話
題
を
ま

い
た
オ
ペ
ラ
「
八
犬
伝
」（
０６
年
１
月

上
演
）
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
や
文
学
部

・
日
本
文
学
文
化
専
攻
制
作
の
資
料

コ
ン
テ
ン
ツ
『
狭
衣
物
語
』
の
シ
ナ

リ
オ
や
画
像
を
担
当
す
る
な
ど
、
独

特
の
美
術
セ
ン
ス
を
持
っ
て
い
る
。

今
年
２
月
に
、
図
書
館
か
ら
芳
年

展
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
全
面
的
に
任

さ
れ
た
。
学
芸
員
志
望
の
井
黒
さ
ん

に
は
願
っ
て
も
な
い
チ
ャ
ン
ス
と
な

っ
た
。

２
カ
月
間
の
準
備
で
「
で
き
る
限

り
の
こ
と
は
な
ん
で
も
や
ろ
う
」

と
、
芳
年
の
作
品
を
研
究
。
江
戸
文

化
や
近
世
文
学
を
学

ぶ
修
士
課
程
の
木
村

薫
さ
ん
や
板
坂
ゼ
ミ

生
（
桜
内
美
穂
さ

ん
、
川
中
麻
衣
子
さ

ん
、
関
真
奈
美
さ

ん
、
原
田
梨
穂
さ

ん
、
藤
原
紗
織
さ
ん

∥
以
上
３
年
次
、
上

田
直
哉
さ
ん
∥
４
年

次
）
の
７
人
と
チ
ー

ム
を
組
み
、
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
だ
。

芳
年
晩
年
の
代
表

作
「
月
百
姿
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
統
一

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、

美
し
い
ポ
ス
タ
ー
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出

来
上
が
っ
た
。

展
示
で
最
も
気
を

配
っ
た
の
は
強
烈
な

タ
ッ
チ
の
作
品
を

「
ど
の
よ
う
に
見
せ

る
の
か
」
だ
。
そ
こ

で
▽
役
者
を
描
く
▽

美
人
を
描
く
▽
英
雄

を
描
く
▽
庶
民
を
描

く
▽
物
語
を
描
く
▽
月
を
描
く
―
―

の
６
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
、
構
成
に

統
一
感
を
持
た
せ
た
。
作
品
の
個
性

を
考
え
、
照
明
に
も
気
を
配
っ
た
。

会
期
中
、
無
料
で
配
布
し
た
し
お
り

や
ペ
ン
立
て
は
、
ゼ
ミ
生
た
ち
が
苦

労
し
て
完
成
さ
せ
た
手
作
り
作
品
。

来
場
者
に
大
好
評
だ
っ
た
。

２１
日
間
の
期
間
中
、
学
生
、
市
民

ら
約
２
０
０
０
人
が
訪
れ
、
奈
良
県

か
ら
訪
れ
た
フ
ァ
ン
も
い
た
。
川
中

さ
ん
は
「
来
場
者
は
予
想
以
上
で
、

熱
烈
な
フ
ァ
ン
が
ブ
ロ
グ
で
紹
介

し
、
さ
ら
に
輪
が
広
が
っ
た
よ
う

だ
」
と
Ｐ
Ｒ
効
果
に
驚
い
て
い
た
。

「
�
本
物
の
作
品
�
を
Ｐ
Ｒ
で
き

た
の
は
大
き
な
経
験
で
、
今
後
の
活

動
へ
の
収
穫
に
な
っ
た
。
な
に
よ
り

も
学
生
た
ち
の
協
力
が
大
き
か
っ

た
」
と
井
黒
さ
ん
は
板
坂
ゼ
ミ
の
結

束
力
を
称
え
て
い
た
。

４
月
か
ら
大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
地
理
学
専
攻
に
学
ぶ
鈴
木
比

奈
子
さ
ん
は
、
学
部
卒

業
前
に
、
研
究
者
の
第

一
歩
と
な
る
貴
重
な
経

験
を
し
た
。

４５
年
の
活
動
実
績
を

持
つ
、
日
本
地
す
べ
り

学
会
若
手
研
究
者
・
技

術
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
助
成
対
象
者
に
選
ば

れ
、
３
月
１４
、
１５
日
に

長
野
県
白
馬
村
・
小
谷

村
で
「
史
料
地
す
べ
り

学
に
よ
る
中
山
間
地
域

に
お
け
る
土
砂
災
害
史

の
解
明
」を
開
催
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
火
山
が
多
く
地
震

が
頻
発
す
る
自
然
状
況

に
あ
り
、
国
土
の
大
半

が
山
地
で
あ
る
日
本
の
自
然
条
件
を

背
景
に
、
斜
面
変
動
や
関
連
す
る
現

象
、
災
害
防
止
対
策
に
関
す
る
調

査
、
研
究
な
ど
を
テ
ー
マ
に
研
究
会

や
講
演
会
を
行
っ
て
い
る
同
学
会

が
、
次
世
代
の
研
究
者
・
技
術
者
に

経
験
を
積
ま
せ
る
目
的
で
、
毎
年
公

募
し
て
い
る
も
の
。

「
土
砂
災
害
は
、
特
定
の
地
域
、

中
山
間
部
で
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
場
所
で
、
ど
の
よ
う
な

形
態
で
発
生
し
や
す
い
の
か
、
地
域

の
人
々
に
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
過
去
に
発
生
し
た
災
害
の
歴

史
や
、
そ
れ
を
克
服
し
て
き
た
過

程
、
共
存
し
て
き
た
住
民
の
知
恵
を

知
り
、
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
災
害

軽
減
策
を
新
た
に
打
ち
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
回
は
、
土
砂
災
害
多

発
地
帯
で
あ
る
小
谷
村
を
舞
台
に
、

古
文
書
や
住
民
の
記
憶
を
整
理
し

て
、
既
存
の
地
形
・
地
質
デ
ー
タ
と

融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
災
害
の
歴
史

と
発
生
個
所
を
復
元
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
」と
話
す
鈴
木
さ
ん
。

実
際
に
歩
い
て
、
地
す
べ
り
に
よ

っ
て
で
き
た
せ
き
止
め
湖
と
集
落
の

移
転
、
浸
水
被
害
と
伝
承
な
ど
の
テ

ー
マ
を
参
加
者
と
と
も
に
検
証
し
て

い
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
古
文
書
に

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
、
せ
き
止
め

湖
の
存
在
が
わ
か
り
、
新
た
な
研
究

テ
ー
マ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
登
山
や
キ
ャ
ン

プ
で
白
馬
に
よ
く
行
っ
て
い
た
と
い

う
鈴
木
さ
ん
は
、
「
山
の
形
が
関
東

と
違
う
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
？

と

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
斜
面
変
動
や
地
形
発

達
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」
と
振
り
返
る
。

学
部
か
ら
指
導
し
て
き
た
苅
谷
愛

彦
准
教
授
（
環
境
地
形
学
）
は
、「
鈴

木
さ
ん
は
、
課
題
を
き
ち
ん
と
こ
な

す
ま
じ
め
さ
と
、
周
囲
を
ま
と
め
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
主
催
と
い
う
大
役
を
果
た

し
た
こ
と
は
、
研
究
を
続
け
る
う
え

で
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
地
す
べ
り
は
、
負
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
が
、
棚
田
な
ど
、
豊
か
な
自

然
風
景
を
生
み
出
し
て
き
た
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。
地
理
学
を
学
ん
で
い

く
う
ち
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も

の
の
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る

生
田
緑
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

や
泊
ま
り
が
け
の
巡
検
（
野
外
実

習
）
を
通
じ
て
、
知
識
と
実
体
験
を

融
合
さ
せ
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
研
究

が
で
き
る
の
も
環
境
地
理
学
専
攻
の

魅
力
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

幕
末
・
明
治
の
「
月
岡
芳
年
」

美
術
セ
ン
ス
を
生
か
し

古文書や住民の記憶

歴史を知り災害軽減策に
鈴
木
比
奈
子
さ
ん
（
地
理
学
専
攻
）

▲ 好評だったポスター、パンフレット、ペン立てなどを前に井黒佳穂

子さん（右から３人目）と板坂ゼミ生＝生田キャンパス研究室で

井黒 佳穂子さん（日本語日本文学専攻）

▲ 防災地形学が専門の井上公夫さん（砂防フロンティ

ア整備推進機構）と鈴木さんによる夜間セミナー

専門知識を生かし、展覧会で、学会で活躍した２人の大学院生を紹介しよう

▲ 小雪舞う稗田山崩壊地（長野県小谷村）

で解説する鈴木比奈子さん（左端）

▲ 井黒さんのセンスが生かされた

月岡芳年展のエントランス

▶

苅
谷
愛
彦
准
教
授
（
左
）

と
研
究
室
で
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